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１レッスンを通しての「導入」「内容理解」「表現活動・定

着活動」に関する様々な指導事例 
 

１ 生徒の実態及び課題の設定～英語に関する事前アンケート結果から～ 

(1)事前アンケート 

６月末に英語学習に対する意識を調査するために、以下の項目でアンケートを実施した。今回

アンケート対象は、第２学年 45名である。英語Ⅱを３単位、ライティングを３単位履修している。 

 

＜実施したアンケート項目＞  

１ あなたは英語が好きですか？       

２ 「聞く」「話す」「読む」「書く」の中で、最も得意なことは何ですか？ 

３ 「聞く」「話す」「読む」「書く」の中で、最も苦手なことは何ですか？ 

４ 生徒が英語に触れる機会を充実させるとともに、授業を実際のコミュニケーションの場面と

するために授業を英語で行うことについて、あなたはどう思いますか？ 

①先生がたくさん英語で質問したり、説明したり、指示をしたりすることについて。      

   ②自分が英語で質問に答えたり、ペアワークをしたり、発表をしたり、意見を書いたりするこ

とについて。 

５ 英語の授業の中でどのようなことをしてほしいですか。（自由記述） 

 

＜アンケート結果＞ 

１について                  ２について 

 

 

 

 

 

 

 

 

３について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究事例３ 
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４①について 

 

 

 

 

 

 

 

４②について 

 

 

 

 

 

 

 

 

５について＜主なものを抜粋＞ 

・１年生の時にやっていた絵を描いての発表。（絵を用いての Story Retelling） 

・１年生の時にやった、自分達で内容をまとめて、覚えて発表すること。 

・何かテーマを決めて、それについて英語で話すこと。 

・長文を読むこと。 

・英語でのコミュニケーション、日常会話。 

・進研模試などの長いリスニングでも聞き取れる練習。 

・リスニングの問題。 

・速読。 

・文法の練習。 

 

アンケート集計の結果、約７割の生徒が英語を「好き」と回答している。「読む」ことを得意と

する生徒が 42％、「書く」ことを得意とする生徒が 36％であった。一方、苦手なことは「聞く」

こと（29％）、「話す」こと（40％）で全体の約７割を占めた。授業では、和訳や音読の活動が多

く、英語を話したり、英語を聞いたりする活動が少ないことが理由であると考えられる。教師が

英語を使用することに対して全体の 67％が「ついていける」「まあまあついていけると思う」と

前向きな回答をしているが、４②の自分が英語を使用することに対しては 51％とやや数値的には

減少する。「聞く」ことや「話す」ことに苦手意識があるためではないかと考える。やりたいこと

では、1 年生の時に実施していた絵を用いての Story Retelling と記述した生徒が何人もいた。 

 

(2)アンケートから考える課題と到達目標 

 今回のアンケートでは「聞く」ことと「話す」ことを苦手とする生徒の割合が多かった。英語

でのコミュニケーション力を身に付けさせるためには、これは大きな課題と考える。 

16% 
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少し不安         

不安 

4% 

47% 36% 
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まずは、教師の英語での発話をさらに増やしたり、本文の内容理解において英問英問などを取

り入れたりしながら「聞く」ことに慣れさせ、苦手意識を減らす工夫をすることにした。また、

ペアワークやグループワークを多く取り入れ、話さなければならない場面を設定することで、「話

す」ことへの抵抗を減らしたいと考えた。 

生徒から「Story Retelling をやりたい」という意見が多くあったことから、絵を用いながら

Story Retelling 形式での発表や、本文の内容を基にした意見発表を実施することを最終的なゴー

ルとして生徒に具体的に示した。その目的に向かって一つのレッスンの中で段階的な指導を行う

ことで、「話す」ことや「聞く」ことに必然性を与え、生徒に自然に話す力や聞く力を身に付けさ

せることを到達目標とした。 

 

２ 本研究の流れ 

本研究では、Lesson２と Lesson３において、「導入」「内容理解」「表現活動・定着活動」にお

いて、パートごとに段階的指導をしていくことを意識しながら、下表にある流れで一つのレッス

ンの指導をした。 

使用教科書：UNICORN ENGLISH COURSE Ⅱ（文英堂） 

 

レッスンごとの指導の流れ（段階的指導） 

Lesson２（事例１） 内容理解 ⇒ ワークシートを用いての本文の定着 ⇒ Story Retelling 

Lesson３（事例２） 内容理解 ⇒ ワークシートを用いての本文の定着 ⇒ 意見の発表 

 

３ 実践内容 

 

 

単元の評価規準 

コミュニケーション 

への関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化について

の知識・理解 

・ペアワークにおいて、

協力しながら会話を

続けようとしている。 

・JTE の質問に工夫を

凝らして答えようと

している。 

・本文の要約文を書くこ

とができる。 

・本文の内容を Story 

Retelling することがで

きる。 

・野生動物との関わりに

ついての文章の内容を

読み取ることができ

る。 

・Oral Introduction を聞

き取ることができる。 

・主人公の言動から、

思いやる心の大切

さについて自分の

意見をもつ。 

・動名詞の用法を理 

解している。 

 

(1)Part１の指導 

ア Lesson２に入る際に Oral Introduction を実施し、生徒とのインタラクションを増やす。 

(ｱ) 世界地図を配布し、英語でやりとりをしながらカラハリ砂漠の場所を確認させる。 

＜教師からの問いかけ例＞ 

T : Do you know where the Karahari is? 

T : Please circle the Karahari. You can talk with your partner. 

(ｲ) カラハリ砂漠にはどのような動物が住んでいるかを生徒に推測させる。ペアで考えさせ、

事例１ Lesson２ SLEEPING WITH LIONS 
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黒板に考えた動物を書かせる。

ｳ カラハリ砂漠に住んでいる動物について、写真や図鑑を用いて説明する。大きさや何を食

べるかなど、生徒に問いかけながら説明する。生徒が本文を理解する際のスキーマになるよ

う、最後にライオンの絵を用い、具体的な質問をしながらやりとりをする。

 

実際に使用した写真の例 
 

 
 
 
イ 和訳穴埋めシート＜資料１＞、語句シート＜資料２＞、ワークブックの新出単語を事前学習

させる。 

＜資料１＞ ＜資料２＞ 

 
ウ Part１の本文の内容を表す絵を用意し、本文理解の前にストーリーの概要を英語で説明する。 
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エ 新出単語の意味をペアで確認させた後、口頭で意味を確認する。（英語） 

（例）T : What does “asleep” mean?  S : “Asleep ” means ～. 

オ 和訳穴埋めシート＜資料１＞をペアで確認させる。 

カ 和訳穴埋めシートを用いて本文の内容を確認する。重要語句や表現、新出文法項目について

は、語句シート＜資料２＞を使って説明する。（日本語）     ＜資料３＞ 

キ 本文の音読練習をさせる。その後、音読シート＜資料 

３＞を用いて音読練習をする。 

ク 教科書だけを見てサマリーシート＜資料４＞(P38 に 

 掲載)を完成させる。 

(ｱ) 日本語サマリーを完成させる。 

(ｲ) (ｱ)を英語サマリーに直させる。教科書の文章を活用

できるような設問になるよう工夫する。 

(ｳ) ペアで英語サマリーを確認させる。 

(ｴ) Chorus Reading をさせながら、英語サマリーを確

認させる。 

(ｵ) 英語サマリーの音読の練習をさせる。Read and 

Look up の形式で行う。 

ケ ウで用いた絵と同じものをワークシート＜資料５＞に   ＜資料５＞ 

し、絵とキーワードを使って Story Retelling をさせる。                               

 

(2)Part２～Part４の指導 

基本的に同じ手順で実施した。生徒の様子から、Part２から  

 は、ク(ｱ)の日本語サマリーは必要ないと考え、英語の質問に答 

えさせながら英語サマリーを完成させる形式にした＜資料６＞ 

(P38 に掲載)。英問の意味を確認させるため、英問には補助として日本語も並記した。ケの絵（資

料５）を用いてのStory Retellingは、Part１では実施したが、残りの四つのPartはまとめてStory 

Retelling し、Lesson２のゴールとすることを生徒に伝えた。 

 

基本的な授業パターン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１時間目 

 

導

入 

内容理解（30分） 

穴埋め和訳シートの答え合わせ 

サマリーシートの穴埋め 

（適宜説明を加える） 

定着活動（10分） 

ペアでサマリーの確認 

本文の音読練習 

 

ま

と

め 
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(3)Part５の指導 

ア Part１のイ～キまでと同じ手順で指導する。 

イ 教科書だけを見て、英問英答のみのサマリーシート＜資料７＞(P38 に掲載)を完成させる。 

(ｱ) 英語の設問に答えながら、英語サマリーを完成させる。 

(ｲ) ペアで英語サマリーを確認させる。 

(ｳ) Chorus Reading をさせながら、英語サマリーを確認させる。 

(ｴ) 英語サマリーの音読の練習をさせる。Read and Look up の形式で行う。 

ウ Story Retelling（発表） 

(ｱ) 復習として、Part１で教師が書いた絵を再度見せ、教師が Story Retelling をしながら英

語でやりとりをする。 

(ｲ) Part２～５に関しては、グループに分かれ、各 Part のサマリーと絵を完成させ、発表さ

せる。 

具体的な指導手順 

1) ワークシート＜資料８＞を配布し、各グループでサマリーを完成させる。完成し

たサマリーは提出させて、教師が誤りを訂正する。 

2) 絵を作成し、サマリーを暗唱させる。 

3) グループ内で十分に練習させた後、クラス全体で発表させる。 

＜資料８＞ 

 

生徒が描いた絵の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２時間目 

定着活動（40分） 

英語サマリーの答え合わせ 

英語サマリーの一斉音読 

英語サマリーの Read and Look up 

＊Part１のみ Story Retelling 

 

 

導

入 

 

ま

と

め 
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サマリーシートの変遷 

＜資料４＞Part１         ＜資料６＞Part２～４      ＜資料７＞Part５ 

日本語の質問に日本語で答え、   英語と日本語で質問し、英語   英語で質問し、英語で答え 

それを英訳し、サマリーを作る。  で答え、サマリーを作る。    サマリーを作る。 

 

(4)Lesson２を指導して感じた課題 

このレッスンでは、生徒が英語で理解した内容を基に、英語で Story Retelling することを目標

としていたため、おおむね目標は達成できた。発表という活動を目標にしていたため、和訳穴埋

めシートを内容理解の助けにしたつもりだったが、和訳穴埋めシート＜資料１＞に日本語訳があ

発表後の生徒の感想 ＊主なものを抜粋 

＜よかった点・自分のためになった点＞ 

・グループでよく話し合って協力することができた。どうすれば分かりやすく伝えられるか 

 をみんなで考えるといい案がでることが分かった。 

・本文をいかに短くして、聞いている人に分かりやすく伝えるかを考えることがよかった。 

・話を要約したり、声に出して読んだりして内容を深く理解することができた。 

・意味を理解して、それを自分の言葉で話せたことがよかった。 

・本文の内容について、絵を描きながら内容をさらに深く考えたり、なぜこんな行動をした 

のかなどを想像したりすることができた。 

・みんなの前で発表したことで、少し度胸がついた。案外楽しかった。 

 

＜反省改善すべき点・改善すべき点＞ 

・自分が担当している文だけでなく、他の文章も暗唱するべきだった。 

・声の大きさ、速度が適切でなかった。グループでの練習がもっと必要だった。 

・ほとんど教科書の本文をそのまま写してしまった。表現力が足りないと感じた。 

・聞いている人がもっと分かるように、話し方がもっと上手になりたい。 

・練習が足りなかったので、次は頑張ります。もう一度この活動をやってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本文の内容について、絵を描きながら内容をさらに深く考えたり、なぜこんな行動をした

のかなどを想像したりすることができた。 

・みんなの前で発表したことで、少し度胸がついた。案外楽しか 
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生産しているかをペアで考えさせる。 

(ｳ) 生徒にとって身近なチョコレートやサッカーボールは、子どもたちがその生産に関わって

いることを伝える。 

(ｴ) 子どもたちが学校に通えない現状や児童労働の実態について、スライドを用いて、英問英

答を交えながら説明をする。その後、教師の話の内容について、どのような感想をもったか

をペアで伝え合わせる。 

 

Oral Introduction で用いた説明に用いたスライド（抜粋） 

 

(2)Part１～５の指導 

ア 新出単語の意味をペアで確認させた後、口頭で意味を確認する。用法が難しいものは、分か

りやすい例文をいくつか提示し、意味を理解するだけでなく、実際にその語を用いて英文が作

れるように指導をする。 

イ 本文を日本語で確認する場合は、生徒が誤解したり、つまずいたりしそうな文のみにする。

重要語句や表現、新出文法項目等については、語句シート＜資料９＞を使って説明する。 

ウ 本文の定着のためにフレーズチェックシート＜資料 10＞を用いた活動をする。左側には日本

語を、右側には英語をフレーズごとに記入できるようなワークシートを作成する。日本語は印

刷しておき、英語は生徒に記入させる。エの活動につなげるため、読みの練習もさせる。 

(ｱ) 教科書やノート等を見ないで、一人で英文を書かせる。 

(ｲ) 教科書を見ながら、自分で英文を確認させた後、ペアで確認させる。 

(ｳ) 教師が日本語を読み、それに対応する英文を Chorus Reading させることで、英文の確認

をさせる。 

(ｴ) フレーズチェックシートを用いて、ペアで読みの練習をする。徐々にワークシートを見る

回数を減らすように指導する。 

エ Summary and comprehension sheet＜資料 11＞を用いた活動をする。本文の理解を深め、

定着を図るために、上段は穴埋め形式で本文のサマリーを完成させる活動、下段は生徒同士で

英問英答させる活動にする。裏面にも同じものを印刷しておく。 

(ｱ) 個人で Summary パートを完成させる。Chorus Reading をさせ、答えを確認する。 
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(ｲ) ペアで、Ａ役、Ｂ役を決めさせる。Ａ役は何も書き込みのない裏面を見ながら要約を口頭

でＢ役に伝えさせる。Ｂ役には書き込みのある表面を見ながら相手の要約が合っているかを

確認させる。 

(ｳ) Comprehension パートの英問英答をペアで行わせる。Ａ役が質問し、Ｂ役に答えさせる。

途中役割を交換させる。 

(ｴ) 教師が英問を読み、全員に一斉に答えさせることで、答えの確認をする。 

(ｵ) 英問の正答を、ワークシートに記入させる。 

                              ＜資料 11＞Summary and 

＜資料９＞語句シート    ＜資料 10＞フレーズチェックシート    comprehension sheet 

 

 

 

オ 本文についてさらに深く考えさせるため、筆者の思いが含まれる箇所、または心情を理解さ

せたい箇所などに関して質問する。ワークシートを配布し、書いて答えるようにする。この活

動が「Lesson３のまとめの活動」につながるように工夫する。 

各 Part での質問 

Part１ Why did Craig’s own world seem a little darker? 

Part２  Craig’s group made a presentation to other students. What do you think they 

told through the presentation? 

Part３ According to the textbook, Craig’s group learned that knowledge was their key. 

  What does this mean? 

Part４ Mother Teresa said to Craig, “The poor will teach you many things. ”  What  

does this word mean?  What does “many things” mean? 

Part５ According to the textbook, “the change starts within each of us .”  You have  

read Lesson 3.  Does the change start within you?   
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基本的な授業パターン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)Lesson３のまとめの活動 

Lesson３で学んだことのまとめの活動として、児童労働について考え、自分の意見を発表させ

る活動を実施した。レッスンの導入で用いたスライドを再度利用した。Oral Introduction は現状

を伝えるために作成したスライドだったので、メッセージを伝えるようなスライドや本文で触れ

たことに関するスライドを追加した。まずはペアで、次に４人のグループで発表させた。発表の

際、考えを補うために絵を用いてもよいとした。発表の後は、聞いていた生徒には必ず感想を述

べさせた。 

ア 英問英答をしながら、スライドを見せる。 

イ スライドの最後で、“After listening to the teacher ’s talk, what do you think about child 

labor?”という質問をし、児童労働について自分の考えをまとめさせた。 

ウ まずはペアで、次に４人のグループで発表させる。 

エ 相手の発表に対して感想を述べさせる。 

 

追加したスライドの例 

 

 

 

 

１時間目 

 

導 

入 

内容理解（30分） 

・語句シートを使用しての説明 

・適宜英語英答 

ま
と
め 

定着活動（10分） 

・フレーズチェックシート 

・フレーズごとの確認 

２時間目 

定着活動（40分） 

・フレーズチェックシートの音読（ペア） 

・Summary and comprehension sheet 

・考えを深めるための英問英問 

導 

入 

ま
と
め 
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(4)Lesson３を指導して感じた課題 

このレッスンでは、最終的に生徒が、児童労働に対して本文で学んだことをもとに、英語で意

見を述べることを目標としていたため、おおむね目標は達成できた。発表に向けて、フレーズリ

ーディング、口頭でのサマリー、英問英答を準備段階として実施した。 

生徒は、英語で内容に関する質問をすると単語である場合もあるが、何とか英語で返答ができ

るようになりつつある。しかし自信がない、恥ずかしいという気持ちがなかなか払拭できず、積

極的に発言できない生徒もいる。間違いを恐れずに発言をする雰囲気を作っていく必要がある。 

また、筆者の心の動きを問う質問、例えば Part１で “Why did Craig’s own world seem a little 

darker?”と質問したところ「（筆者が）目を閉じたから」「夜になったから」という解答があった。

言葉の意味は取れていても実際にどういうことを言っているのかを理解していない生徒がいるこ

とが分かった。本文だけでなく社会的状況などを含めて本文や筆者が伝えようとしていることは

何なのかを考えさせる必要があると感じた。 

最後に、児童労働の過酷さを再確認させ、そのことに対して生徒に考えさせるための活動を行

った。生徒が英文を書く際のヒントになるよう、スライドを見せながら、習った単語や易しい表

現を使って説明を加えたり、多くの質問をしたりした。自発的に意見を書こうとする姿が見られ、

中には自分の伝えたいことが英語で言えないもどかしさや、自分の英語力の足りなさを痛感して

いる生徒もいた。周囲の生徒に「○○って英語で何て言えばいいの？」など尋ね、協力しながら

取り組む生徒も多くいた。また、自分が悩みながら意見を書いたため、相手の意見を聞きながら

「自分だったら」という視点で考えていたようである。 

意見発表というゴールを常に意識して段階的な指導を行ってきたため、何とか全員が意見を発

表することはできた。生徒に読んだことについて考えさせ、それを英語で伝えさせるということ

に重点を置いていたので、発表内容に関しては、指導が不足していた。例えば、自分の思うこと

は伝えることができても、なぜそう思うのか理由まで述べられない生徒もいた。また、英語とし

ての正確性も不十分なものが多かった。生徒の「思いを伝えたい」という意欲は育むことができ

たが、「どのようにして」という技術的な部分まで指導できなかったことが課題である。準備段階

での指導を見直す必要があると感じている。 

 

 

 

生徒の意見の例（原文のまま） 

・Perhaps I’m using goods which were made by working children.  I can’t use them.  If 

 people know the fact, we can save the children.  I want to help the children.  But I 

don’t understand how I can save them.  I think people all over the world should think 

about how to do for them. 

・I think we should do something for help and they need help.  We come to school every 

day and we study with many friends.  I thought it is usual thing.  But I know it is very 

happy thing.  So we should thank our parents and people around me.  I am happy, so I 

want to share my happiness with children who work every day. 



- 44 - 

 

４ 検証とまとめ 

(1)事後アンケートによる検証 

これまでの活動を通して生徒の意識がどのように変化したかを確認するために、同じ 45名を対

象に、事前アンケートと同じ内容のアンケートを実施した。 

 

ア アンケート結果 

１ あなたは英語が好きですか？ 

 

 

 

 

２「聞く」「話す」「読む」「書く」の中で、最も得意なことは何ですか？ 

 

３ 「聞く」「話す」「読む」「書く」の中で、最も苦手なことは何ですか？ 

 

４ 生徒が英語に触れる機会を充実させるとともに、授業を実際のコミュニケーションの場面とする

ために授業を英語で行うことについて、あなたはどう思いますか？ 

①先生がたくさん英語で質問したり、説明したり、指示をしたりすることについて。 

 

 

 

 

 

②自分が英語で質問に答えたり、ペアワークをしたり、発表をしたり、意見を書いたりすること

について。 

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０月 

６月 
聞く 

話す 

読む 

書く 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０月 

６月 
聞く 

話す 

読む 

書く 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０月 

６月 
できそう 

なんとかできそう 

少し不安 

不安 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０月 

６月 
好き 

嫌い 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０月 

６月 
ついていけると思う 

まあまあついていける 

少し不安 

不安 
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イ アンケート分析（６月と 10月の比較） 

アンケートを比較すると「あなたは英語が好きですか」の質問では好きな生徒がやや増加し、

嫌いな生徒が減少した。「読む」ことや「書く」ことを得意とする生徒、「聞く」ことや「話す」

ことを苦手とする生徒は依然として多いままであり、大きな変化にはつながらなかった。 

教師が英語を「話す」ことへの不安や生徒達が英語を話すことへの不安が減少しているのは、

常に英語でのインプットを意識して授業をしてきた成果ではないかと考える。４①で、「ついてい

ける」「まあまあついていける」と回答した理由としては、「質問を何度か繰り返し言ってもらえ

るから」「先生の言葉の中で熟語を覚えたりできるから」「分かりやすい単語や知っている単語が

多いから」などが主なものであった。「少し不安」「不安」と回答した理由としては、「少し話すス

ピードが速い」「何を言っているか分からない時がある」などが多かった。 

また、４②について、「ついていける」「まあまあついていける」と回答した理由としては、「自

分で言いたいことを英語で伝えられる力を付けることも大切だと思うから」「英語での受け答えが

できるようになるから」「英語で取り組むことで新しい発見がありそうだから」などが主な意見だ

った。「少し不安」「不安」と回答した理由としては、「自分で英文を作成するのが苦手だから」「言

いたいことを英語でまとめられないから」などの意見があった。これらの意見からも、英語での

活動に取り組む意欲や姿勢は高められたのではないかと考える。 

 

(2)まとめ 

様々な活動を工夫して段階的に取り入れることで、生徒ができるだけ多くの英語に接し、訳読

に頼らず英語を英語のまま理解したり、生徒同士が意見交換をしたりしながら、最後に発表がで

きるようになるよう指導を心掛けた。また、視覚教材を用いて既習の表現で繰り返し説明したり、

質問したりすることによって内容理解を深められるよう留意した。 

発表に関しては、二つのレッスンとも、最終的な目標を生徒にあらかじめ示すことで、生徒は

目標を意識して授業中の活動に取り組んでいた。発表は苦手と感じていた生徒でも、発表後の達

成感から次回への意欲を話す者もいた。また、他者のよい点を知る機会にもなったようで、ペア

ワークやグループワークにより積極的に取り組むようになった。 

「訳すことが理解すること」と思っている生徒もいるが、授業中に、生徒の興味・関心を引い

たり、意欲を高めたりするような英語での活動を行っていくことで、和訳がゴールではなく、英

語を運用できるようになることが大切であることを生徒に意識させることができたのではないか

と考える。ある生徒が「前は相手が英語で言ったことを頭の中で日本語に直して、自分が言いた

いことを日本語で考えて、それを英語に直して、それから話していたけど、今は相手の英語を聞

いたら、日本語でなく英語で考えるようになったよ。だから、前より早く言えるようになった。」

と嬉しそうに話していた。活動の際の生徒の生き生きとした表情や一生懸命に工夫して取り組む

姿勢を見て、教師として教えなければならないことは何なのかを改めて考えた。授業中に何か活

動を実施することが求められているのではなく、重要なのは、どのようにその活動を実施するの

か、なぜその活動を実施するのかであり、そのことを教師が深く考えることで、活動の効果は高

まるのだと感じている。 
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